
第２部 2050年を展望する

「
日
本
に
お
い
て
も
深
刻
な
不
平
等
・
格
差
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
再
分
配
政
策
に
よ
る
是
正
が
求
め
ら

れ
る
」「
中
間
層
の
再
生
は
日
本
経
済
の
維
持
と
成

長
の
た
め
の
欠
か
せ
な
い
条
件
で
あ
る
」
と
い
っ
た

言
説
は
論
壇
・
メ
デ
ィ
ア
で
も
す
で
に
お
な
じ
み
だ

ろ
う
。
２
つ
の
主
張
は
一
見
同
じ
現
状
認
識
、
類
似

の
政
策
指
向
を
持
つ
も
の
と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し

か
し
、
そ
の
論
理
を
分
解
し
て
い
く
と
、
両
者
で
は

認
識
・
解
決
策
と
も
に
大
い
に
異
な
る
。

乖
離
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
か

│
格
差
感
の
拡
大
と
デ
ー
タ
で
み
る

格
差
縮
小
の
趨
勢

　

ま
ず
は
日
本
人
の
格
差
を
巡
る
認
識
を
確
認
し
て

お
こ
う
。
国
際
社
会
意
識
調
査
（International 

Social Survey Program

）に
よ
る
日
本
で
の
調

査
で
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
９
年
に
か
け
て

所
得
格
差
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
回
答
が
増
加
し
、

自
身
の
所
得
が
中
間
層
に
位
置
す
る
と
の
回
答
が
減

少
し
て
い
る
。
格
差
問
題
や
中
間
層
崩
壊
へ
の
「
意

識
の
高
ま
り
」
は
デ
ー
タ
が
示
す
現
実
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
日
本
に
お
け
る
格
差
の
「
状
況
」
は
そ

れ
を
巡
る
意
識
と
は
う
ら
は
ら
な
推
移
を
示
し
て
い

る
。
経
済
全
体
で
の
格
差
・
不
平
等
を
表
す
指
標
と

し
て
は
ジ
ニ
係
数
と
相
対
的
貧
困
度
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。

　

図
表
1
が
所
得
再
分
配
調
査
に
よ
る
ジ
ニ
係
数
、

国
民
生
活
基
礎
調
査
か
ら
算
出
し
た
相
対
的
貧
困
度

で
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
両
指
標
と
も

２
０
０
０
年
代
後
半
を
ピ
ー
ク
に
わ
ず
か
で
は
あ
る

が
改
善
（
平
等
化
）
傾
向
に
あ
る
。
日
本
に
限
ら
ず
、

現
役
世
代
よ
り
も
高
齢
者
層
で
所
得
格
差
は
大
き
く

な
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
格
差
指
標
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
10
年
の
日
本
に
お
い
て
格
差

が
拡
大
し
て
い
る
と
主
張
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た

資
産
格
差
に
つ
い
て
も
全
資
産
の
う
ち
上
位
１
％
ま

た
は
10
％
の
家
計
の
資
産
が
占
め
る
割
合
は
主
要
国

の
中
で
イ
タ
リ
ア
に
次
い
で
低
い（O

ECD
 Incom

e 

and W
ealth D

istribution D
atabases

）。

趨す
う

勢せ
い

的
に
格
差
が
縮
小
し
て
い
て
も
、
そ
の
格
差

の
絶
対
水
準
自
体
が
問
題
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
相
対
的
貧
困
度
が
Ｇ
７
中
で
米
国
に
次
い
で

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授

飯いいだ
田
泰やすゆ

き之

再
分
配
政
策
が

改
善
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
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高
い
と
い
う
報
道
に
接
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
解
釈
に
は
相
対
的
貧
困
度

と
い
う
指
標
の
特
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
少
々
極
端
な
数
値
例
を
お
許
し
願
い
た
い
。

10
人
か
ら
な
る
経
済
の
相
対
的
貧
困
を
考
え
て
み
よ

う
。
各
人
の
所
得
が
１
０
０
万
円
刻
み
で
、
１
０
０

万
円
、
２
０
０
万
円
…
…
１
０
０
０
万
円
と
分
布
し

て
い
る
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
所
得
中
央
値
は
５

５
０
万
円
。
中
央
値
の
半
分
に
満
た
な
い
所
得
状
況

に
あ
る
相
対
的
貧
困
者
は
２
人
で
あ
る
。
一
方
で
、

10
人
中
９
人
の
所
得
が
１
０
０
万
円
で
残
り
の
1
人

の
所
得
が
４
６
０
０
万
円
と
い
う
経
済
で
は
、
所
得

中
央
値
は
１
０
０
万
円
と
な
る
。
そ
の
半
額
以
下
の

所
得
状
況
に
あ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
相
対
的
貧

困
率
は
０
％
で
あ
る
。
一
人
勝
ち
型
の
格
差
が
存
在

す
る
国
で
は
か
え
っ
て
相
対
的
貧
困
度
が
低
く
な
る

こ
と
が
あ
る
。 

　

た
だ
し
、
格
差
の
深
刻
化
が
顕
著
で
は
な
い
こ
と
、

国
際
比
較
に
お
い
て
日
本
が
格
差
の
大
き
な
社
会
と

は
い
え
な
い
こ
と
…
…
こ
れ
は
再
分
配
政
策
の
必
要

性
が
低
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
貧
困
は
当
事
者
に

と
っ
て
生
存
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
子
ど
も
や

若
年
層
の
教
育
機
会
喪
失
を
通
じ
て
彼
ら
の
未
来
を

閉
ざ
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　

わ
ず
か
と
は
い
え
格
差
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
今
こ

そ
、
将
来
の
貧
困
・
格
差
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
強
力
な
貧
困
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、

格
差
に
関
す
る
デ
ー
タ
と
格
差
意
識
デ
ー
タ
の
乖か

い

離り

か
ら
は
現
代
の
日
本
人
が
考
え
る
格
差
問
題
の
性
質

が
示
唆
さ
れ
る
。
日
本
人
の
「
格
差
感
」
が
高
ま
る

状
況
は
、
ご
く
雑
ぱ
く
に
言
え
ば
、「
中
の
上
」
と

「
中
の
下
」
の
間
の
格
差
が
開
い
て
い
る
こ
と
を
敏

感
に
感
じ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

固
定
費
が
実
感
可
処
分
所
得
の 

格
差
を
拡
大
す
る

　

こ
の
よ
う
な
中
間
層
の
二
分
化
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
注
目
し
た
い
論
点
が
「
固
定
費
」
で
あ
る
。
固

定
費
は
所
得
の
伸
び
ほ
ど
に
は
増
大
し
な
い
。
人
口

に
膾か

い

炙し
ゃ

し
た
経
済
学
の
経
験
則
に
エ
ン
ゲ
ル
の
法
則

│
シ
ュ
ワ
ー
ベ
の
法
則
が
あ
る
。
所
得
が
２
倍
に
な

っ
て
も
食
費
や
住
居
費
は
倍
に
な
ら
な
い
。
そ
の
結

果
、
高
所
得
家
計
ほ
ど
所
得
や
支
出
に
占
め
る
食

費
・
住
居
費
の
割
合
は
低
く
な
る
。
近
年
の
子
育
て

世
代
で
あ
れ
ば
教
育
費
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
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図表１　相対的貧困率と再分配後ジニ係数

出所：筆者作成
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第２部 2050年を展望する

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

可
処
分
所
得
か
ら
住
宅
費
や
水
道
・
光
熱
費
、
最

低
限
の
食
費
と
い
っ
た
固
定
費
を
除
い
た
金
額
│

月
々
に
家
計
が
裁
量
的
に
支
出
先
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
金
額
を
仮
に
「
実
感
可
処
分
所
得
」
と
呼
ぼ

う
。
固
定
費
は
実
感
可
処
分
所
得
の
格
差
を
拡
大
す

る
。
仮
に
可
処
分
所
得
５
０
０
万
円
の
家
計
と
１
０

０
０
万
円
の
家
計
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
可
処
分
所

得
の
格
差
は
２
倍
で
あ
る
。
こ
の
経
済
の
固
定
費
が

３
０
０
万
円
で
あ
っ
た
と
き
、
実
感
可
処
分
所
得
は

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
と
７
０
０
万
円
。
そ
の
差
は

３
・
５
倍
に
拡
大
す
る
。
仮
に
固
定
費
が
４
０
０
万

円
な
ら
ば
、
実
感
可
処
分
所
得
は
１
０
０
万
円
と
６

０
０
万
円
。
そ
の
差
は
６
倍
で
あ
る
。
無
論
、
所
得

上
昇
に
伴
っ
て
固
定
費
も
増
大
す
る
だ
ろ
う
が
、
固

定
費
の
存
在
が
実
感
可
処
分
所
得
の
格
差
を
元
の
所

得
格
差
以
上
の
も
の
と
す
る
こ
と
、
固
定
費
水
準
が

高
い
ほ
ど
に
こ
の
格
差
拡
大
幅
が
大
き
く
な
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。

　

図
表
２
は
平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）全
国
消
費
実

題
が
「
格
差
感
」
拡
大
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
と
い

う
主
張
が
筆
者
数
年
来
の
仮
説
で
あ
る
。

必
要
な
対
策
は 

人
口
分
散
化
へ
の
支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
を
除
く
と
、
国
内
人
口
の
東
京

圏
集
中
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
東
京
圏
の
固
定
費

は
高
い
。
固
定
費
の
高
さ
は
実
感
可
処
分
所
得
の
格

差
を
拡
大
す
る
。
格
差
を
感
じ
や
す
い
地
域
に
住
む

者
が
増
え
れ
ば
、
格
差
を
感
じ
る
者
は
当
然
増
え
る
。

東
京
一
極
集
中
は
私
た
ち
の
主
観
的
格
差
拡
大
の
原

因
で
も
あ
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
格
差
感
を
再
分
配
政
策
で
是
正
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
必
要
な
対
策
は
人
口
分
散
化
へ

の
支
援
で
あ
る
。
県
民
経
済
計
算
に
よ
る
と
、
２
０

１
０
年
代
の
東
京
の
実
質
経
済
成
長
率
は
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
お
り
、
１
人
当
た
り
県
民
所
得
の
増
加

率
に
至
っ
て
は
47
都
道
府
県
中
46
位
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
一
極
集
中
の
是
正
は
格
差
感
問
題
を
緩
和
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
伸
び
し
ろ
の
小

さ
い
東
京
圏
か
ら
成
長
地
域
へ
の
人
口
移
動
を
通
じ

た
成
長
戦
略
に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

態
調
査
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省

が
独
自
集
計
し
た
中
位
所
得
家
計

の
固
定
費（
食
費
＋
住
居
費
＋
水

道
・
光
熱
費
）都
道
府
県
ラ
ン
キ

ン
グ
の
一
部
で
あ
る
。
所
得
上
位

40
～
60
％
層
の
平
均
的
な
固
定
費

を
比
較
す
る
と
、
東
京
圏
の
固
定

費
の
高
さ
が
突
出
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
結
果
、
東
京
圏

の
都
県
に
つ
い
て
は
可
処
分
所
得

が
高
い
が
、
実
感
可
処
分
所
得
に

お
け
る
順
位
は
振
る
わ
な
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
東
京
圏
問

図表２　基礎支出と実感可処分所得

基礎支出 実感可処分所得

	1	 東京都	 199,372

	2	 神奈川県	 182,334

	3	 埼玉県	 174,779

	4	 千葉県	 173,664

	5	 京都府	 168,695

	6	 大阪府	 161,651

…

	42	 長崎県	 135,741

	43	 鹿児島県	 131,236

	44	 佐賀県	 130,296

	45	 沖縄県	 129,560

	46	 宮崎県	 127,825

	47	 大分県	 125,479

	1	 三重県	 264,553

	2	 富山県	 259,642

	3	 茨城県	 258,190

	4	 山形県	 252,984

	5	 福井県	 250,532

	6	 徳島県	 247,654

…

	42	 東京都	 193,343

	43	 大分県	 191,653

	44	 大阪府	 190,569

	45	 長崎県	 190,530

	46	 青森県	 183,828

	47	 沖縄県	 169,141

出所：「全国消費実態調査（H26）」に基づき国土交通省作成

単位：円
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